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市議会だより
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contentscontents 　農産物直売所「風羽里」か
ら見た日の出です。
　今年、「夢ぐるま公園」及
びアクセス道路が整備されま
す。市民の皆様も、ぜひ巨大
な風車や風羽里からの絶景を
自分の目でお楽しみ下さい。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
議
会
が
終
わ
っ
て
年
末
年
始
の

慌
た
だ
し
い
中
、12
月
は
年
末
ま
で
、新

年
は
６
日
か
ら
、編
集
委
員
一
同
、四
苦

八
苦
し
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
に
、よ
り

議
会
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
で
編
集
作
業
に
当
た
り
、な
ん

と
か
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、合
併
に
よ
り
市
と
な
っ
て
丸

10
年
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、小
学

校
の
統
廃
合
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で

す
が
、こ
れ
か
ら
の
あ
わ
ら
市
の
進
む
べ

き
方
向
に
つ
い
て
、市
民
の
み
な
さ
ん
の

中
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
議
会
だ
よ
り
」が
そ
の
た
め
に

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

（
山
川
知
一
郎
）

「二万堂」
　北潟湖畔荘から花菖蒲園に向かい、歩み進めてほどなく、右手にひっそりと祀られています。
　「二万堂」という祠（ほこら）は、昔、源氏と平家が北潟湖畔の“えんまいし”（「弓矢瀬」がなまったもの）と“く
らさき”（倉崎）という地で戦い、劣勢の平家軍は“らんば”
（乱場）まで追い込まれました。そこで両軍入り乱れての激
しい戦いとなり、多数の死者がでました。哀れんだ地元の
人々は、二万人余りの死者を埋葬し、供養のためこの地蔵
を建てたと伝えられています。
　死者の数からこの地蔵堂を二万堂と呼び、現在の字名
にもなっています。この場所には過去２、３度来ています
が、今回、地元漁師さんからの情報で、改めて探訪しまし
た。静かなる湖畔のほとりで、遥か昔の「兵どもが夢の跡」
がこの地にあったとは・・・・合掌。　　　　　　　（平野）

ふ わ り

北潟湖畔荘

北潟湖至 あわら温泉

至 吉崎

あわら市北潟267-264

松ヶ崎神社

305

ふ わ り

風羽里

住 所
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月
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日
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日
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日

10
月
３
日
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日
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日
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日

30
日
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月
11
日
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日

25
日

26
日

27
日

12
月
３
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

18
日

19
日

広
報
編
集
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
以
下
９
月
30
日
、10
月
２
日
、４
日
、７
日
、

15
日
、22
日
開
催
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察（
〜
18
日
）

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察（
〜
18
日
）

全
員
協
議
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

　
　
　
　
　

市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

環
境
対
策
調
査
特
別
委
員
会

第
68
回
議
会
定
例
会　

開
会

第
68
回
議
会
定
例
会（
一
般
質
問
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
68
回
議
会
定
例
会　

閉
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継
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足湯の完成予想図

12月定例会 平成25年度一般会計補正予算（第3号）

5億8,425万8千円を増額

■平成２４年度各会計の決算を認定
■一般会計予算総額は１３２億１００万円に
■「セントピアあわら」指定管理者、㈱コーワに決定
■人権擁護委員　有馬 ひとみ 氏、下家 茂 氏の推薦に同意

■平成２４年度各会計の決算を認定
■一般会計予算総額は１３２億１００万円に
■「セントピアあわら」指定管理者、㈱コーワに決定
■人権擁護委員　有馬 ひとみ 氏、下家 茂 氏の推薦に同意

議会報告会（細呂木公民館10月28日）議会報告会（細呂木公民館10月28日）

　平成２５年１２月定例会が１２月３日から１９日までの会期で開催されました。
　今定例会では、９月定例会で決算審査特別委員会に付託された平成２４年度の各会計決算の認定に関する
１０議案を認定しました。そして、専決処分の報告に関する３議案、平成２５年度補正予算に関する８議案、条例
の制定・改正に関する３議案、指定管理者の指定に関する１議案、人事に関する２議案の計１７議案が上程され、
すべて原案のとおり可決しました。
　なお、今回は６名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、請願１件を採択、４件を不採択とし、議員発議により意見書１件を可決しました。

新年のごあいさつ
　新年あけましておめでとうございます。皆さまにおかれましては、穏やかな新春を迎
えられましたこと心からお慶び申し上げます。
　日頃は市政に対しご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　さて、早いもので本年3月1日に合併10年が経過します。合併時約3万2千人であっ
た人口が、現在では3万人を割り込み、2千人以上減少しています。少子高齢化の流れ
は益々加速し、今後の市政運営や地域社会に少なからず影響が出て来ると予想されます。
　我々議会は、こうした先行き不透明な時代にこそ、市民目線に立った行政運営が何より重要と考
え、市民の皆さまのご要望を的確に把握するとともに、健全財政の堅持に努め、安定した市民生活を
確保してまいりたいと考えております。
　今年1年の皆さまのご多幸とご健康を祈念申し上げ、謹んで年頭のごあいさつといたします。

議 長　笹原 幸信

議会報告会
10月に開催した議会報告会では、市民の皆様に多くの貴重なご意見をいただきました。

その時にいただいた質問・要望について、市に対して回答を求めましたので、その結果を掲載します。

●
防
災
無
線
が
家
の
中

で
聞
こ
え
に
く
い
。万

が
一
の
場
合
、本
当
に
機

能
す
る
の
か
心
配
で
あ

る
。何
ら
か
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

《
回
答
》 

防
災
行
政
無
線

は
、
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い

る
た
め
、
風
向
き
や
降
雨
な

ど
の
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ

や
す
く
、
放
送
内
容
が
聞
き

取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、市
で
は
、平

成
25
年
10
月
15
日
か
ら
防

災
行
政
無
線
で
放
送
し
た

内
容
を
電
話
で
聞
け
る
災

害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
℡
０
１
８
０

-

９
９

-

７
０
０
０
）

を
開
始
し
て
い
ま
す
の
で
、無

線
放
送
が
聞
き
取
り
に
く

か
っ
た
場
合
は
、こ
ち
ら
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線

で
放
送
し
た
内
容
を
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー

ル
配
信
す
る
「
防
災
メ
ー

ル
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
毎
月
の
広

報
紙
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
市
で
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ

バ
イ
ル
、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
契
約

し
て
お
り
、
緊
急
地
震
速
報
、

避
難
勧
告
な
ど
緊
急
か
つ
重

要
な
情
報
は
、
各
自
の
登

録
の
有
無
に
関
係
な
く
、
市

内
に
滞
在
し
て
い
る
全
て
の

方
々
の
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
一
斉
に
情
報
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

■
総
務
課
所
管

●
図
書
館
の
閉
館
時
間

だ
が
、以
前
は
６
時
30

分
だ
っ
た
の
に
、６
時
閉

館
と
な
り
利
用
し
に
く

い
。元
に
戻
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》 

図
書
館
の
利
用
時

間
に
つ
い
て
は
、
今
年
７
月

に
現
行
の
「
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
30
分
」
を
「
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

ま
で
」
と
30
分
早
め
た
も
の

■
文
化
学
習
課
所
管

●
湯
の
ま
ち
広
場
に
足

湯
を
整
備
す
る
が
、そ

の
維
持
管
理
費
の
算
出

は
出
来
て
い
る
の
か
。

《
回
答
》 

足
湯
の
整
備
で
は
、

全
て
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す

る
な
ど
、
省
エ
ネ
を
意
識
し

た
施
設
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
維
持
管
理
経
費
は
消

費
電
力
量
や
使
用
水
量
等

が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
正
確
な
費

■
政
策
課
所
管

●
一
向
一
揆
資
料
館（
仮

称
）は
観
光
客
の
誘
客

に
効
果
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、敷
地
が
狭
い
の

で
は
な
い
か
。駐
車
場

は
確
保
で
き
る
の
か
。

《
回
答
》 

こ
の
事
業
は
、
隣

接
す
る
加
賀
市
と
広
域
連

携
し
て
、
団
塊
の
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
誘
客
を

図
る
事
業
で
あ
り
、
石
川
県

に
跨
る
こ
の
周
辺
一
帯
を
周

遊
ル
ー
ト
と
し
て
一
体
的
な

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

敷
地
や
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
周
辺
一
帯
の

回
遊
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、

他
の
施
設
と
の
連
携
を
考
慮

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
越
前
加
賀
宗
教
文
化

街
道
環
境
整
備
事
業
の

予
算
の
在
り
方
。ま
た
、

新
加
賀
市
長
が
誕
生
し

た
が
、計
画
ど
お
り
事

業
が
進
む
の
か
。

《
回
答
》 

こ
の
事
業
は
、
本

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で

の
３
カ
年
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
加
賀
市
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
新
加
賀
市
長

に
も
事
業
内
容
を
理
解
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
連
携
し

な
が
ら
計
画
ど
お
り
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
観
光
商
工
課
所
管

用
を
算
出
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
当

初
予
算
に
計
上
予
定
の
維

持
管
理
費
は
、
光
熱
水
費

や
清
掃
要
員
の
人
件
費
等

を
含
め
、
年
間
約
４
７
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

で
す
。

　

変
更
理
由
と
し
て
は
、
過

去
の
実
績
か
ら
１
時
間
当
た

り
の
来
館
者
は
午
前
中
が
最

も
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
、

金
津
図
書
館
に
お
い
て
、
昨

年
11
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で

の
５
カ
月
間
の
午
後
６
時
か

ら
閉
館
ま
で
の
来
館
者
数
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
日
当

た
り
で
は
１
・
１
人
で
、
冬

期
間
で
の
調
査
で
は
あ
り
ま

す
が
、
午
後
６
時
以
降
の
来

館
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と

の
結
果
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
芦
原
図
書
館
も

金
津
図
書
館
同
様
に
、
午

後
６
時
か
ら
閉
館
ま
で
の
来

館
者
は
少
な
い
状
況
で
、
利

用
者
か
ら
の
開
館
時
間
を
早

め
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
利
用
時

間
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
県
内
図
書
館
の

開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
、

午
前
９
時
30
分
、
午
前
10

時
か
ら
、
ま
た
、
閉
館
時
間

は
最
短
で
午
後
５
時
、
最
長

で
は
午
後
９
時
ま
で
と
自
治

体
に
よ
っ
て
様
々
な
状
況
で

す
。
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移転する㈱SHINDO金津工場

本荘公民館と旧JA倉庫

金津図書館があるIKOSSA

■
総
務
課

■
財
政
課

■
赤
道
（
法
定
外
公
共
物
）

を
区
道
に
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
た
が
、
補
助
も
出

な
い
と
言
う
。
区
道
の
除

雪
等
は
、
赤
道
を
管
理

し
て
い
る
区
に
対
し
て
、

補
助
金
は
出
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。何
故
な
ら
、

７
０
０
戸
あ
る
区
だ
が
、

区
費
収
入
は
４
２
０
戸
し

か
な
い
。
区
に
対
し
て
理

解
の
な
い
人
が
増
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
辺
を
考
慮

し
て
ほ
し
い
。
行
政
は
、

区
長
の
大
変
さ
を
解
っ
て

い
な
い
。

■
税
収
を
あ
げ
る
政
策
に
つ

い
て
は
何
も
な
い
の
か
。

例
え
ば
、
学
校
の
屋
上
に

太
陽
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

せ
め
て
学
校
の
電
気
料
だ

け
で
も
カ
バ
ー
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

■
観
光
商
工
課

■
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

作
成
や
美
食
フ
ェ
ア
な
ど
、

あ
わ
ら
市
の
情
報
発
信
は

大
切
で
理
解
で
き
る
の
で
、

も
っ
と
積
極
的
に
行
っ
て

ほ
し
い
。

■
建
設
課

■
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
、
電
気
自
動
車
の
ス
タ

ン
ド
を
設
置
す
る
考
え
は

無
い
の
か
。（
観
光
地
と

し
て
温
泉
街
の
整
備
）

■
市
役
所
職
員
の
給
料
を

下
げ
る
の
な
ら
、
市
議
会

議
員
の
報
酬
や
定
員
削

減
も
行
う
べ
き
。

■
議
員
の
視
察
は
観
光
振

興
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。

■
波
松
海
岸
も
一
つ
の
観
光

資
源
と
し
て
考
え
て
ほ
し

い
。
現
在
行
っ
て
い
る
海

岸
掃
除
に
は
市
民
生
活

課
だ
け
の
協
力
し
か
得
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
観
光

商
工
課
な
ど
も
協
力
し
て

も
ら
い
、
補
助
金
な
ど
を

出
し
て
ほ
し
い
。

■
議
会
が
抜
き
取
り
検
査

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

議
会
は
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
で
、
無
駄
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
。

■
議
会
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
り
計
画
を
立

て
、
市
に
提
案
し
て
は
ど

う
か
。
新
幹
線
関
係
ま
ち

づ
く
り
な
ど
。

■
一
般
質
問
だ
が
、
10
名
行

う
場
合
は
、
２
日
に
分
け

て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

■
ベ
テ
ラ
ン
議
員
も
含
め
、

全
員
が
一
般
質
問
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

■
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

は
、
足
湯
や
観
光
施
設

だ
け
の
放
映
で
は
な
く
、

各
地
区
の
公
民
館
や
区

民
館
、
各
区
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
放
映
す
る
べ
き

だ
。

■
あ
わ
ら
市
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
な

工
夫
を
行
い
、
誘
客
だ
け

で
な
く
地
盤
固
め
も
必
要

で
は
な
い
か
。

■
金
津
Ｉ
Ｃ
で
長
距
離
バ
ス

が
降
り
る
が
、
観
光
客
が

立
ち
寄
る
場
所
が
な
い
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
に
道
の
駅
等
、

立
ち
寄
る
場
が
整
備
さ
れ

る
と
、
こ
の
地
域
（
名
泉

郷
）
も
少
し
は
潤
う
の
で

は
な
い
か
。

■
農
林
水
産
課

■
イ
ノ
シ
シ
の
固
定
柵
は
あ

り
が
た
い
が
、
現
状
の
柵

は
強
度
、
材
質
が
弱
い
。

今
後
整
備
す
る
場
合
は
、

も
っ
と
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
。

市
へ
の
要
望

議
会
へ
の
提
言

《
回
答
》 

議
会
に
対
す
る
意

見
・
提
言
に
つ
い
て
は
、
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
議

会
運
営
に
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

防
犯
灯
設
置
事
業

補
助
金
１
０
０
万
円

追
加

防
犯
灯
設
置
事
業

補
助
金
１
０
０
万
円

追
加 総

務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

委
員 

毎
回
補
正
予
算
を
計

上
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は

こ
れ
で
終
了
す
る
の
か
。

理
事
者 

い
く
つ
か
の
区
か
ら

予
定
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
大
規
模
な
整
備
は
、

来
年
度
当
初
予
算
で
対
応

し
た
い
。

　

教
育
委
員
会
か
ら
、
あ

わ
ら
市
小
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
基
本
指
針
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

市
内
小
学
校
の
児
童
数

に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
度

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、

現
在
は
４
０
０
人
以
上
減
少

し
て
い
る
。
今
後
５
年
間
で

さ
ら
に
約
１
７
０
人
近
く
が

減
少
す
る
の
で
、
適
正
な
学

校
規
模
を
実
現
す
る
た
め
、

学
校
の
統
合
や
通
学
区
域
の

■
総
務
課

こ
ど
も
園
敷
地
購
入
費

５
千
９
０
０
万
円

こ
ど
も
園
敷
地
購
入
費

５
千
９
０
０
万
円

委
員 

市
役
所
西
側
に
あ
る

㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
金
津
工
場

跡
地
を
取
得
し
、
平
成
27

年
度
開
園
予
定
の
こ
ど
も
園

に
土
地
を
貸
す
と
の
こ
と
だ

■
監
理
課

地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
基
金
積
立
金
１
億

５
千
９
６
９
万
３
千
円

地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
基
金
積
立
金
１
億

５
千
９
６
９
万
３
千
円

委
員 

地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
は
整
備
中
の
足
湯
や

夢
ぐ
る
ま
公
園
の
財
源
と
な

る
の
か
。

理
事
者 

交
付
金
は
４
億
８

６
９
万
３
千
円
交
付
さ
れ
る

■
財
政
課

９
小
学
校
の
屋
内

 

運
動
場
天
井
等
点
検

  

委
託
料
３
１
０
万
円

９
小
学
校
の
屋
内

 

運
動
場
天
井
等
点
検

  

委
託
料
３
１
０
万
円

委
員 

地
震
は
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
。
波
松
小

学
校
と
金
津
小
学
校
の
両

体
育
館
は
拠
点
避
難
所
に

な
っ
て
お
り
、
つ
り
天
井
撤

去
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

理
事
者 

今
年
度
の
３
月
補

正
に
計
上
す
る
よ
う
検
討
し

■
教
育
総
務
課

本
荘
公
民
館
改
築
事
業

１
千
６
８
４
万
２
千
円

本
荘
公
民
館
改
築
事
業

１
千
６
８
４
万
２
千
円

委
員 

旧
Ｊ
Ａ
倉
庫
を
先
に

改
修
し
、
公
民
館
の
代
替

施
設
が
必
要
な
い
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

理
事
者 

平
成
26
年
度
中
の

完
成
を
目
指
す
と
時
間
的
に

厳
し
く
、
公
民
館
の
改
築
工

事
と
旧
Ｊ
Ａ
倉
庫
の
改
修
工

事
を
同
時
に
施
工
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■
文
化
学
習
課

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

が
、
こ
ど
も
園
の
運
営
法
人

か
ら
借
地
料
を
徴
収
す
る
の

か
。

理
事
者 

５
年
間
は
無
料
と

す
る
が
、
そ
の
後
は
借
地
料

を
徴
収
す
る
。

が
、
こ
の
う
ち
２
億
４
千
９

０
０
万
円
を
今
年
度
の
投
資

的
経
費
に
充
当
し
、
残
金

は
翌
年
度
の
投
資
的
経
費
の

財
源
と
す
る
た
め
基
金
に
積

む
こ
と
と
す
る
。

　
一
方
、
足
湯
や
夢
ぐ
る
ま

公
園
は
、
平
成
24
年
度
の

補
正
予
算
債
を
充
当
し
て
い

る
の
で
、
今
回
の
交
付
金
は

充
当
し
な
い
。

た
い
。

小学校  児童数一覧 H25.5.1現在

学 校 名

芦原小学校

北潟小学校

波松小学校

新郷小学校

本荘小学校

金津小学校

細呂木小学校

伊井小学校

吉崎小学校

金津東小学校

合　　計

児 童 数

289人

50人

20人

39人

116人

568人

95人

84人

16人

142人

1,419人

で
す
。

　

変
更
理
由
と
し
て
は
、
過

去
の
実
績
か
ら
１
時
間
当
た

り
の
来
館
者
は
午
前
中
が
最

も
多
い
こ
と
。
さ
ら
に
は
、

金
津
図
書
館
に
お
い
て
、
11

月
か
ら
３
月
ま
で
の
５
カ
月

間
の
午
後
６
時
か
ら
閉
館
ま

で
の
来
館
者
数
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
１
日
当
た
り
で
は

１.１
人
で
、
冬
期
間
で
の
調
査

で
す
が
、
午
後
６
時
以
降
の

来
館
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

と
の
結
果
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
芦
原
図
書
館
も

金
津
図
書

館
同
様
に
、

午
後
６
時

か
ら
閉
館

ま
で
の
来

館
者
は
少

な
い
状
況

で
、
利
用

者
か
ら
の

開
館
時
間

を
早
め
て

ほ
し
い
と

の
要
望
も

多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

利
用
時
間
を
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
内
図
書
館
の

開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
、

午
前
９
時
30
分
、
午
前
10

時
か
ら
、
ま
た
、
閉
館
時
間

は
最
短
で
午
後
５
時
、
最
長

で
は
午
後
９
時
ま
で
と
自
治

体
に
よ
っ
て
様
々
な
状
況
で

す
。

◎
議
案
外

見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

　

喫
緊
の
対
策
と
し
て
、
複

式
学
級
の
解
消
を
早
急
に

図
り
た
い
、
と
い
う
内
容
の

も
の
で
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
少
人
数
の

学
校
を
望
む
保
護
者
も
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
子

供
た
ち
の
た
め
に
何
が
良
い

か
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ

う
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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農
道
保
全

  

対
策
事
業
負
担
金

     

２
千
５
０
０
万
円

農
道
保
全

  

対
策
事
業
負
担
金

     

２
千
５
０
０
万
円

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

委
員 

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
法
面

の
モ
ル
タ
ル
吹
き
付
け
に
亀

裂
が
発
生
し
て
お
り
、
交
通

安
全
の
た
め
の
補
修
工
事
で

あ
る
が
、
事
業
費
１
億
円
に

対
す
る
市
の
負
担
率
は
検
討

し
た
の
か
。

理
事
者 

市
か
ら
要
望
し
た

事
業
で
あ
る
。
内
容
等
は
詳

細
設
計
を
行
っ
た
県
よ
り
十

分
説
明
を
受
け
、
不
明
な

点
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

■
農
林
水
産
課

北
陸
新
幹
線

開
業
対
策
事
業
委
託
料

５
３
５
万
５
千
円

北
陸
新
幹
線

開
業
対
策
事
業
委
託
料

５
３
５
万
５
千
円

委
員 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
の
着
手
金
と
し
て
３
０
０

万
円
予
算
化
し
て
い
る
が
、

全
体
の
事
業
費
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。
ま
た
、
看
板
の

設
置
と
は
。

理
事
者 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
は
、
他
自
治
体
の
実
績

が
７
５
０
万
円
で
あ
り
、
そ

の
あ
た
り
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
芦
原
温
泉
駅
看

板
設
置
事
業
99
万
８
千
円

は
、
あ
わ
ら
市
ゆ
か
り
の
漫

■
観
光
商
工
課

企
業
立
地
助
成
金

１
億
８
千
５
０
０
万
円

企
業
立
地
助
成
金

１
億
８
千
５
０
０
万
円

委
員 

助
成
金
額
の
見
直
し

時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

理
事
者 

助
成
金
が
増
加
し

て
お
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
改
正

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、

坂
井
市
と
も
競
合
し
て
い
る

部
分
が
あ
り
、
助
成
金
を

下
げ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

委
員 

６
月
を
除
く
す
べ
て
の

月
で
前
年
度
を
下
回
り
、

給
水
収
益
６
６
７
万
円
を
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
将

来
の
事
業
収
支
は
ど
う
な
る

の
か
。

管
理
者 
26
年
度
の
給
水
動

向
を
見
な
が
ら
、
料
金
の
見

直
し
の
検
討
も
考
え
て
い
る
。

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

芦
原
温
泉
上
水
道

財
産
区
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

委
員 

公
募
に
よ
る
選
定
の

結
果
、
㈱
コ
ー
ワ
を
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
選
定
結
果
で

判
断
す
る
と
利
益
追
求
に
重

点
を
置
き
選
定
し
た
の
で
は

な
い
か
。

「
セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ

ら
」の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

委
員 

古
屋
石
塚
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
に
お
い
て
、
砕
石
を
敷
き

な
ら
し
、
防
砂
対
策
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
防
砂

対
策
の
面
積
が
少
な
く
、
効

果
が
薄
い
の
で
は
な
い
の
か
。

理
事
者 

金
額
の
問
題
も
あ

り
、
草
等
を
伸
ば
し
て
対
応

し
て
い
く
。

委
員 

一
刻
も
早
く
企
業
誘

致
を
進
め
て
欲
し
い
。

産
業
団
地
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正

予
算

理
事
者 

選
定
は
公
募
者
の

提
案
を
各
選
定
員
が
評
価

し
た
も
の
で
あ
る
。

委
員 

管
理
運
営
が
不
適
当

と
判
断
し
た
場
合
、
契
約

を
解
除
で
き
る
の
か
。

理
事
者 

契
約
解
除
に
つ
い

て
は
、
公
募
要
項
の
中
に
も

記
載
し
て
あ
り
、
契
約
書
の

中
に
も
盛
り
込
む
。

委
員 

職
員
の
地
元
雇
用
と
、

財
団
法
人
時
代
か
ら
の
職

員
５
名
の
今
後
の
雇
用
は
ど

う
な
る
の
か
。

理
事
者 

㈱
コ
ー
ワ
が
管
理

す
る
５
年
間
に
つ
い
て
は
、

雇
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

委
員 

財
団
時
代
か
ら
携

わ
っ
て
お
り
、
愛
着
も
あ
る

は
ず
で
あ
り
、
財
団
の
管
理

が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
市
の

職
員
と
し
て
採
用
す
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
今

後
５
年
後
以
降
に
お
い
て
も
、

職
員
の
身
分
の
保
証
を
強
く

要
望
す
る
。

行
政
視
察 

報
告

行
政
視
察 

報
告

10
月
16
日
〜
18
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た

10
月
16
日
〜
18
日
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た

　

新
潟
県
燕
市
の
「
イ
キ
イ

キ
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

は
、
公
益
的
な
市
民
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

行
政
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
団
体
を
育
成
す
る

事
業
で
す
。
最
大
で
４
回
の

助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
助
成
を
受
け
た
団
体
の

ほ
と
ん
ど
が
継
続
し
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
事
業

完
了
時
の
成
果
報
告
会
も

実
施
し
て
お
り
、
団
体
の
意

欲
向
上
や
、
継
続
性
を
高

め
る
た
め
の
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
福
島
県
い
わ
き
市

で
「
災
害
に
対
し
て
の
議

会
・
議
員
の
役
割
と
対
応
」

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

い
わ
き
市
は
、
先
の
東
日

本
大
震
災
に
お
い
て
甚
大
な

被
害
が
有
り
ま
し
た
。
地
震

　

静
岡
県
掛
川
市
の
新
ご
み

減
量
大
作
戦
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。
掛
川
市
で
は
一

人
一
日
あ
た
り
の
燃
え
る
ご

み
排
出
量
の
目
標
値
を
設

定
し
、
平
成
18
年
よ
り
５

年
間
、
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

目
標
達
成
の
た
め
、
約
６

０
０
人
の
市
民
が
ク
リ
ー
ン

推
進
委
員
と
し
て
各
地
域
で

活
躍
し
て
お
り
、
排
出
マ

ナ
ー
等
に
関
す
る
啓
発
指
導

や
不
法
投
棄
、
不
正
出
荷

等
の
連
絡
等
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
が
着
実
に
実
を
結

び
、
平
成
22
、
23
年
度
と

２
年
連
続
で
「
ご
み
減
量
日

本
一
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

実
績
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
静
岡
県
伊
豆
市

の
定
住
化
プ
口
ジ
ェ
ク
ト
事

業
を
視
察
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任

委
員
会

厚
生
経
済

　
　 

常
任
委
員
会

発
生
時
に
住
民
が
行
政
機

関
に
最
も
求
め
た
も
の
は
、

何
よ
り
も
「
情
報
」
と
の
こ

と
で
、
行
政
の
動
き
が
市
民

に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
、
市
民

は
状
況
判
断
で
き
ず
、
不
安

や
不
満
が
募
る
結
果
に
な
る
。

行
政
と
市
民
と
の
相
互
信

頼
関
係
と
連
携
が
十
分
に

機
能
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

あ
わ
ら
市
に
お
い
て
も
、

情
報
伝
達
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
駆
使
し
、

２
重
３
重
の
準

備
を
行
う
べ
き
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、津
波

に
よ
る
被
災
地

等
を
視
察
し
ま

し
た
。現
地
ガ
イ

ド
か
ら
様
々
な
話

を
伺
い
、心
に
響

い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。一
番
の

減
災
対
策
は
、小
さ
な
集
団

に
お
い
て
避
難
指
示
の
適
切

な
判
断
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

を
一
人
で
も
多
く
増
や
す
こ

と
。そ
の
た
め
に
は
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
話
を
す
る
場
を

設
定
す
る
な
ど
小
さ
な
こ
と

を
行
え
ば
よ
い
。人
づ
く
り

を
行
い
、そ
の
こ
と
が「
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
な
が
り
、そ
れ

が「
復
興
」に
な
る
と
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

伊
豆
市
は
人
口
減
少
が

激
し
く
、
若
年
層
と
出
生

数
が
特
に
減
少
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、

若
い
方
が
Ｕ
タ
ー
ン
等
で
転

入
す
る
よ
う
、
持
ち
家
を
持

つ
た
め
の
支
援
と
し
て
、
伊

豆
市
若
者
定
住
化
促
進
住

宅
補
助
金
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
実
績
と
し
て
３
年

間
で
、
市
内
１
３
４
人
、
市

外
97
人
が
定
住
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

課
題
と
し
て
、
若
者
に
定

住
し
て
も
ら
う
に
は
、
住
宅

の
確
保
だ
け
で
な
く
、

働
く
場
所
の
確
保
も

大
切
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

最
後
に
沼
津
市
の

子
育
て
支
援
事
業
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

沼
津
市
は
山
間
部
か

ら
海
岸
部
ま
で
市
内

が
広
域
で
あ
る
こ
と

と
、
移
動
が
難
し
い

地
区
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
ワ
ゴ
ン
車
を
活
用
し
た

出
張
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、
事

業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
地

域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
も

生
ま
れ
、
地
域
で
地
域
の
子

供
を
支
え
る
と
い
う
良
い
状

況
に
発
展
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
素
晴
ら
し
い
事
業

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

画
「
ち
は
や
ふ
る
」
を
観
光

素
材
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
芦
原
温

泉
駅
構
内
に
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
。

委
員 

看
板
の
設
置
期
間
が

３
年
程
度
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
今
後
、「
ち
は
や
ふ

る
」
で
ま
ち
お
こ
し
事
業
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、

期
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
継
続

的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

よ
う
求
め
る
。
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健康長寿祭の様子坂井健康福祉センターでの研修

市道田中々舟津線の計画図

行
政
連
絡
員

行
政
連
絡
員

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

行
政
連
絡
員（
区
長
）の

仕
事
が
増
大
し
て
お
り
、区

に
よ
っ
て
は
成
り
手
が
無
い

状
況
で
す
。市
役
所
か
ら
の

各
種
依
頼
に
つ
い
て
は
、総

務
課
で
調
整
・
整
理
し
、削

減
す
る
よ
う
検
討
を
求
め
ま

し
た
。

■
総
務
課

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

　
　
　 

助
成
金
事
業

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

　
　
　 

助
成
金
事
業

　

過
去
に
助
成
し
た
団
体
に

継
続
的
な
活
動
が
み
ら
れ
な

い
事
例
が
あ
り
、
団
体
継
続

の
た
め
に
も
、
３
カ
年
程
度

継
続
的
に
助
成
し
て
は
ど
う

か
と
事
業
の
変
更
を
要
望
し

ま
し
た
。

■
政
策
課

借
地
料

借
地
料

　

借
地
料
金
に
つ
い
て
は
、

■
監
理
課

乗
合
タ
ク
シ
ー

乗
合
タ
ク
シ
ー

　

運
行
時
間
の
延
長
や
、日

曜
日
の
運
行
に
つ
い
て
検
討

を
要
望
し
た
と
こ
ろ
、理
事

者
か
ら
は
新
幹
線
金
沢
開

業
に
向
け
て
、観
光
客
に
対

応
す
べ
く
日
曜
日
の
運
行
を

検
討
中
と
の
事
で
、実
現
に

向
け
て
の
努
力
を
求
め
ま
し

た
。 ■

市
民
生
活
課

健
康
長
寿
祭

健
康
長
寿
祭

 

参
加
率
が
25
・５
％
と
低
調

な
状
況
で
あ
り
、現
在
は
ト

■
健
康
長
寿
課

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の

                   

管
理

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
の

                   

管
理

　

現
在
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
年
１
回
草
刈
り

を
委
託
し
て
い
る
が
、
管
理

が
不
十
分
で
あ
る
。
観
光
道

路
で
も
あ
り
、
地
元
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
協
力
の
話

も
あ
る
と
の
事
で
、
今
後
は

市
と
地
元
が
協
議
し
て
景
観

美
化
を
保
つ
よ
う
要
望
し
ま

■
農
林
水
産
課

藤
野
厳
九
郎
記
念
館

藤
野
厳
九
郎
記
念
館

　

あ
わ
ら
温
泉
湯
の
ま
ち
広

場
の
藤
野
厳
九
郎
記
念
館

は
、
観
光
協
会
に
指
定
管

理
し
て
い
る
状
況
で
す
。
来

場
者
数
が
少
な
い
の
で
、
年

に
数
回
は
特
別
展
を
開
く

等
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
、
集

客
に
力
を
入
れ
る
よ
う
指
導

を
求
め
ま
し
た
。

■
観
光
商
工
課

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
　
　
　 

協
力
金

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
　
　
　 

協
力
金

　

中
学
生
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

協
力
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す

が
、
小
学
生
は
無
料
で
す
。

過
去
の
学
校
統
廃
合
の
措

置
が
現
在
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
、
整
合
性

が
取
れ
る
よ
う
、
協
力
金
の

在
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

■
教
育
総
務
課

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

現
在
開
催
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
、
合
併
以

来
ず
っ
と
同
じ
競
技
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
公
平
に
競

技
種
目
を
変
え
て
実
施
す
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

税
金
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
料
金
、
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
市
民
負
担
の
公
平
性
の

確
保
を
図
る
た
め
に
も
、
収

納
率
の
向
上
・
滞
納
額
の

削
減
に
迅
速
か
つ
強
力
な
対

応
が
必
要
で
す
。

　

市
民
の
生
活
の
現
状
に
即

し
た
、
強
制
執
行
や
徴
収

緩
和
措
置
を
適
切
に
行
使

し
「
徴
収
の
強
化
」
と
「
公

平
性
の
確
保
」
に
努
め
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
課

北
潟
湖
畔
観
月
の
夕
べ

北
潟
湖
畔
観
月
の
夕
べ

　

現
在
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
月

を
観
る
も
の
で
は
な
く
、
花

火
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
誘
客
の
た
め
に
行
う
な

ら
、
観
光
商
工
課
に
所
管
を

置
き
、
早
め
に
旅
行
代
理

店
な
ど
関
係
機
関
に
周
知

を
行
い
、
積
極
的
に
誘
客
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

■
文
化
学
習
課

公
園
の
管
理

公
園
の
管
理

　

ク
レ
ヨ
ン
ラ
ン
ド
か
な
づ

の
管
理
状
況
が
悪
い
た
め
、

今
後
は
指
定
管
理
料
の
関

係
も
あ
る
が
、
契
約
内
容
も

含
め
て
管
理
指
導
の
徹
底
を

求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
川
公
園
は
、

観
光
的
な
公
園
で
も
あ
る
の

で
、
大
雨
後
の
管
理
な
ど
、

臨
機
応
変
な
対
応
を
求
め

■
建
設
課

毎
年
８
千
６
０
０
万
円
余
り

を
支
出
し
て
い
ま
す
。長
期

契
約
を
行
っ
て
い
る
も
の
が

多
く
、過
去
の
経
緯
等
も
あ

り
、地
権
者
の
同
意
は
難
し

い
と
思
う
が
、地
価
が
下
落

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、今

後
も
継
続
的
に
削
減
を
努

力
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

リ
ム
パ
ー
ク
で
、旧
町
単
位

で
実
施
し
て
い
る
が
、各
公

民
館
単
位
で
の
開
催
も
検
討

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

し
た
。

ま
し
た
。

し
た
。

　

先
の
９
月
定
例
会
で
市
民

の
健
全
な
生
活
環
境
を
守
り
、

自
然
環
境
を
適
正
に
保
全
す

る
た
め
、
総
合
的
な
環
境
対

策
に
関
し
調
査
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ

の
第
１
回
目
の
委
員
会
を
11

月
27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
土
砂
等
採
取
に
係

る
現
状
に
つ
い
て
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
無
許
可
で
土
砂
採

取
を
行
っ
た
業
者
に
つ
い
て
質

問
が
集
中
し
、
許
可
や
指
導

は
県
が
行
っ
て
い
る
が
、
市
も

県
と
連
携
を
と
り
、
早
急
に

原
状
回
復
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
と
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
廃
棄
物
処
理
施
設

の
状
況
及
び
不
法
投
棄
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
業
者
が
産
業

廃
棄
物
を
処
分
し
て
い
る
が
、

処
分
方
法
が
適
正
で
あ
る
か

確
認
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
（
産
業
廃
棄
物

管
理
票
）
を
確
認
し
、
処
分

方
法
を
追
跡
す
る
べ
き
で
あ
る

環
境
対
策
調
査
特
別
委
員
会

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
廃
業
し

た
業
者
が
残
し
た
産
廃
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
場
所
が

あ
り
、
県
と
連
携
し
何
か
良

い
方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
関
係
の
知
識
習
得

を
目
的
に
、
坂
井
健
康
福
祉

　

当
委
員
会
は
、
北
陸
新
幹

線
開
業
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ｒ
芦
原
温

泉
駅
周
辺
整
備
と
あ
わ
ら
湯

の
ま
ち
駅
周
辺
整
備
及
び
、

空
き
店
舗
、
空
き
家
対
策
等
、

市
街
地
の
活
性
化
対
策
に
つ

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

調
査
、
研
究
を
行
う
た
め
、

９
月
定
例
会
で
設
置
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
１
回

目
の
委
員
会
を
11
月
11
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅

周
辺
の
整
備
と
し
て
、
北
陸

新
幹
線
関
連
の
整
備
事
業
及

び
金
津
本
陣
に
ぎ
わ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
次
に
あ
わ
ら
温
泉
街
の

整
備
と
し
て
、
観
光
ま
ち
な

み
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
の
進
捗

状
況
、
現
在
の
計
画
に
つ
い
て

も
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
後
の
委
員
会

の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　

金
津
本
陣
に
ぎ
わ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
及
び
観
光
ま
ち
な
み

魅
力
ア
ッ
プ
事
業
は
、
既
に

市
街
地
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て

お
り
、
予
算

化
さ
れ
て
い

る
事
業
も
あ

り
ま
す
。

　

委
員
か
ら

は
、
常
任
委

員
会
と
の
兼

ね
合
い
が
あ

り
、
協
議
が

難
し
い
面
が

あ
る
。
よ
っ

て
、
事
業
化

が
目
前
に

迫
っ
て
い
る

よ
う
な
事
項

は
、
特
別
委
員
会
で
協
議
し

た
こ
と
を
常
任
委
員
会
に
提

言
す
る
よ
う
な
形
に
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
特
別
委
員
会
は
、

ご
く
限
ら
れ
た
中
心
部
の
み

を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、

市
全
体
を
見
据
え
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
街
づ
く
り
を
協

議
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

当
特
別
委
員
会
は
冒
頭
で

セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、
産
業

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、
及

び
許
可
事
業
者
等
へ
の
指
導

を
研
修
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
委
員
会
と
し
て

現
場
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
今
後
、
管
内
視
察

を
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

も
述
べ
た
よ
う
に
、
北
陸
新

幹
線
関
連
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
検
討
す
る
非
常
に
大

切
な
委
員
会
だ
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。慎
重
審
議
を
重
ね
、

あ
わ
ら
市
の
将
来
が
少
し
で

も
良
い
方
向
に
向
く
よ
う
努

力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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市政について問う市政について問う市政について問う市政について問う

山
田 

重
喜 

議
員

山
田 

重
喜 

議
員

カヌースプリント競技

JR芦原温泉駅前の「にぎわい交流広場」

山
川 

知
一
郎 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

■山田 重喜 議員
●各種事業の外部評価導入について
●福井国体開催に向けたあわら市の対応について

■平野 時夫 議員
●障がい者の自立・就労支援の取り組みについて

■毛利 純雄 議員
●水田農業対策について

■卯目 ひろみ 議員
●男女共同参画について

■山本 篤 議員
●観光事業に対する委託について
●セントピアあわらの運営について
●公民館建設に伴う防災教育の拠点づくりについて

■山川 知一郎 議員
●図書館の充実とサービス拡大を
●金津本陣にぎわいづくりプロジェクトの進行状況
について

12月の定例会では、6名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

法
令
義
務
付
け

等
以
外
の
事
業
の
費
用
対
効

果
は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、外
部
評
価
導
入
に

対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

外
部
評
価
を

　
導
入
す
る
考
え
は

外
部
評
価
を

　
導
入
す
る
考
え
は

山
田

平
成
24
年
度
各

会
計
主
要
施
策
の
成
果
報

告
に
つ
い
て
は
、ほ
と
ん
ど
の

部
署
に
お
い
て
、結
果
の
み
の

記
載
で
、成
果
を
記
載
し
て

い
た
の
は
、観
光
商
工
課
の

み
で
し
た
。次
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、万
全
を
期
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
ら
市
で
は
、総
合
振

興
計
画
後
期
基
本
計
画
に

お
い
て
掲
げ
る
２
４
２
の
事

市
長

市
の
受
け
入
れ
体

制
、競
技
種
目
の
施
設
整
備

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、観
光
Ｐ
Ｒ
と
あ
わ
ら

温
泉
誘
客
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

福
井
国
体
に

　
　 

向
け
た
対
応
は

福
井
国
体
に

　
　 

向
け
た
対
応
は

山
田

来
年
度
に
は
ス

ポ
ー
ツ
課
内
に「
国
体
準
備

室
」を
設
置
し
専
任
職
員
を

市
長

務
事
業
の
評
価
、複
数
の
事

務
事
業
で
構
成
す
る
36
の
政

策
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
事
業
費
を
要
し
な

が
ら
成
果
指
標
が
思
わ
し
く

な
い
個
別
事
業
な
ど
に
つ
い

て
は
、縮
小
、廃
止
を
検
討
し

な
が
ら
、「
計
画
、実
行
、評

価
、改
善
の
循
環
」の
確
立
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

外
部
評
価
に
つ
い
て
は
、

国
や
一
部
の
自
治
体
で
行
わ

れ
た
事
業
仕
分
け
の
意
味
合

い
が
強
く
な
り
、現
時
点
で

の
導
入
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

配
置
す
る
な
ど
、国
体
開
催

に
向
け
た
準
備
体
制
を
整
え

る
予
定
で
す
。

　

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

で
は
、北
潟
湖
で
の
仮
設
の

競
技
施
設
と
な
る
た
め
地
元

関
係
者
と
そ
の
設
営
等
に
関

し
て
、密
に
協
議
し
な
が
ら

準
備
す
る
予
定
で
す
。な
お
、

国
体
終
了
時
に
お
け
る
カ

ヌ
ー
仮
施
設
は
、県
、地
元
等

と
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、多

く
の
選
手
、役
員
、観
客
が
訪

れ
る
こ
と
か
ら
、あ
わ
ら
市

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
と
捉
え
て
お
り
、

観
光
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

市
民
を
挙
げ
て
の「
お
も
て

な
し
」の
気
運
を
醸
成
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
充
実
と

　 

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を

図
書
館
の
充
実
と

　 

サ
ー
ビ
ス
拡
大
を

図
書
館
の
閉
館

時
間
を
以
前
の
よ
う
に
午

後
６
時
30
分
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、金
津
図
書
館
の
駐

車
場
が
狭
く
、対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。さ
ら
に
、市
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、図
書

購
入
予
算
の
増
額
、郷
土
資

料
や
行
政
資
料
の
充
実
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
川

金
津
本
陣
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
抜
本
的
見
直
し
を

金
津
本
陣
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
抜
本
的
見
直
し
を

「
に
ぎ
わ
い
交
流

館
」と「
本
陣
飾
り
物
展
示

山
川

金
津
図
書

館
で
は
、こ
れ
ま
で
休
日
で

あ
っ
た
祝
日
や
第
３
日
曜
日

も
開
館
す
る
な
ど
、利
用
し

や
す
い
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。閉
館
時
間
の
延
長
や
駐

車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

教
育
部
長

施
設
の
整

備
に
つ
い
て
、地
元
関
係
者

の
意
見
集
約
に
予
想
以
上

の
時
間
が
か
か
り
、予
定
通

り
に
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

「
に
ぎ
わ
い
交
流
館
」の
整

備
は
来
年
度
に
な
る
予
定

で
す
が
、駅
周
辺
の
賑
わ
い

創
出
の
た
め
に
、必
要
不
可

欠
な
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。 総

務
部
長

職
員
体
制
の
強
化
も
含
め

て
検
討
し
ま
す
。

　

図
書
購
入
予
算
は
現
在

６
０
０
万
円
弱
で
す
が
、金

津
図
書
館
の
利
用
者
が
昨

年
の
２
倍
に
増
え
て
い
る
の

で
、利
用
者
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
、予
算
増
額
を
検
討

し
ま
す
。

施
設
」の
整
備
に
つ
い
て
、地

元
住
民
は
賛
成
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、Ｊ
Ｒ
駅
前
全
体

の
整
備
計
画
と
整
合
性
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。

行
政
と
市
観
光

協
会
が
協
議
し
て
進
め
て
お

り
、契
約
に
か
か
る
仕
様
書

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
の

独
自
性
を
盛
り
込
め
る
よ

う
な
幅
広
い
弾
力
性
を
持

た
せ
て
お
り
、観
光
協
会
が

受
託
し
た
の
ち
に
は
、さ
ら

に
詳
細
な
業
務
契
約
を
結

ん
で
事
務
を
執
行
し
て
お
り

ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、観
光
協
会

の
事
務
局
長
の
民
間
登
用

市
長

観
光
事
業
に
対
す
る

委
託
に
つ
い
て

観
光
事
業
に
対
す
る

委
託
に
つ
い
て

ど
う
し
て
、
観

光
協
会
へ
委
託
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
観
光
協
会
の

職
員
は
長
期
雇
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

山
本

ピ
ー
ク
時

か
ら
減
少
し
た
と
は
い
っ
て

も
年
間
約
18
万
人
が
訪
れ

る
こ
の
施
設
は
、観
光
都
市

あ
わ
ら
の
中
核
施
設
で
あ

り
、温
泉
文
化
施
設
と
し
て

あ
わ
ら
温
泉
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
施
設
で
す
。こ
の
た

め
、施
設
の
廃
止
や
譲
渡

は
、一
切
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

指
定
管
理
者
の
公
募
に

よ
っ
て
、市
民
の
意
見
を
踏

ま
え
た
効
果
的
な
施
設
運

営
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

市
が
進
め
る「
温
泉
情
緒
あ

総
務
部
長

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

の
運
営
に
つ
い
て

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

の
運
営
に
つ
い
て

指
定
管
理
以
外
の

方
法
は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

山
本

近
年
で
は
、

各
地
区
の
公
民
館
を
地
域

の
防
災
教
育
の
拠
点
と
し

て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
化
を
有
す

る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
お

り
、公
民
館
の
運
営
に
市
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、平
成
25
年
度
に
公
民
館

運
営
審
議
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

委
員
の
意
見
を
拝
聴
す

る
と
と
も
に
防
災
担
当
課

と
協
議
し
な
が
ら
、公
民
館

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、検
討

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

公
民
館
を

防
災
教
育
の
拠
点
に

公
民
館
を

防
災
教
育
の
拠
点
に

公
民
館
を
地
域

の
拠
点
と
し
て
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

山
本

や
事
務
局
員
の
長
期
継
続

契
約
に
よ
る
正
規
職
員
化

な
ど
、観
光
誘
客
や
ま
ち
づ

く
り
等
の
業
務
に
専
念
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

ふ
れ
る
華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
」の
ハ
ー
ド
事
業
や

ソ
フ
ト
事
業
と
も
有
機
的
に

連
携
し
な
が
ら
、民
間
な
ら

で
は
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
る

事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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田植えの様子

平
野 

時
夫 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

平成25年度男女共同参画週間ポスター

毛
利 

純
雄 

議
員

毛
利 

純
雄 

議
員

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

平成25年度障害者雇用支援月間ポスター

障
が
い
者
の
法

定
雇
用
率
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
あ
わ
ら
市
役
所
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
市
役
所
は
市
内

企
業
の
規
範
と
な
り
、
障

が
い
者
雇
用
枠
の
拡
大
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。今
後
臨
時
職
員
も
含
め
、

障
が
い
者
を
採
用
し
て
い
く

計
画
は
あ
る
の
か
。

平
野

「
障
が
い

者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」で
は
、従
業
員

50
人
以
上
を
雇
用
す
る
事

業
主
に
対
し
て
、そ
の
雇
用

す
る
労
働
者
に
占
め
る
障

総
務
部
長

平
成

17
年
度
に
策
定

し
た
プ
ラ
ン
の

中
で
、特
に
10

項
目
の
重
点
目

標
に
沿
っ
た
具

体
的
施
策
を
設

市
長

子
ど
も
の
と

き
か
ら
男
女
共
同
参
画
の

意
識
を
育
て
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、道
徳
の
授
業
を

中
心
と
し
た
、心
の
教
育
と

「
生
き
方
の
指
導
」を
行
う

人
権
教
育
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。 教

育
長

政
府
は
、
コ
メ

政
策
を
大
き
く
転
換
し
、

生
産
調
整
（
減
反
）
を
、

５
年
後
を
め
ど
に
廃
止
す

る
こ
と
や
、
補
助
金
を
見

直
す
新
た
な
政
策
を
決
定

し
、
コ
メ
政
策
見
直
し
関

連
法
案
を
今
年
の
通
常
国

会
に
提
出
す
る
考
え
を
示

し
て
い
る
。
農
業
者
は
大

き
な
不
安
を
抱
い
て
お
り
、

農
業
者
が
安
心
し
て
営
農

が
で
き
る
よ
う
、
将
来
展

望
が
見
通
せ
る
政
策
実
現

を
国
に
対
し
強
く
要
請
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
坂
井
市
の
場
合
、

市
の
単
独
補
助
と
し
て
、

転
作
団
地
化
や
周
年
作
、

水
田
農
業
対
策
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

水
田
農
業
対
策
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

毛
利

国
に

対
し
て
は
、全
国
市
長
会
か

ら
の
政
策
提
言
と
い
う
形

で
、農
林
水
産
業
の
持
続
的

発
展
と
長
期
的
な
安
定
を

図
る
た
め
、地
域
の
特
性
や

実
情
を
反
映
し
、農
業
者
や

自
治
体
の
意
見
を
十
分
に

尊
重
す
る
こ
と
や
、農
業
者

が
安
心
し
て
農
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
要

請
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、県
に
対

し
、米
の
安
定
供
給
に
向

け
、国
が
責
任
を
持
っ
て
関

経
済
産
業
部
長

男
女
共
同
参
画
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

男
女
共
同
参
画

の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

　
ま
た
、地
域
（
町
内
会
）

の
運
営
に
女
性
の
参
画
が

少
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
、
介

護
な
ど
仕
事
と
家
庭
の
両

立
に
悩
む
女
性

も
多
い
が
、
相

談
体
制
は
充
実

し
て
い
る
の
か
。

卯
目

小
中
学
校
の
学

校
教
育
で
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。 卯

目

与
す
る
こ
と
や
地
域
の
裁

量
で
活
用
可
能
な
産
地
交

付
金
を
十
分
に
確
保
す
る

よ
う
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、転
作
等
に
対
す
る

市
独
自
の
補
助
に
つ
い
て

は
、平
成
18
年
度
ま
で
交
付

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、19

年
度
に「
農
地
・
水
・
環
境
保

全
支
援
事
業
」が
創
設
さ

れ
、集
落
に
お
い
て
農
地
や

景
観
を
守
り
、農
村
集
落
の

再
構
築
を
目
指
す
農
業
施

策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、市
の

助
成
を
こ
の
事
業
の
推
進

に
組
替
え
を
し
ま
し
た
。

　

26
年
度
か
ら
は
新
た
に

日
本
型
直
接
支
払
に
よ
る

支
援
が
創
設
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
、農
業
収
入
の
急
激
な

変
動
へ
の
対
応
等
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
は
、市
に
お

い
て
も
何
ら
か
の
措
置
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
雇
用
の

　
　
状
況
に
つ
い
て

障
が
い
者
雇
用
の

　
　
状
況
に
つ
い
て

定
し
、そ
の
実
施
状
況
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
な

が
ら
取
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

地
域
で
は
昔
か
ら
の
習

慣
・
し
き
た
り
が
根
強
い
こ

と
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、各
団
体
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
・
男
女
共
同
参
画
室

内
に
、「
女
性
支
援
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
、相
談
内

容
に
応
じ
て
窓
口
を
紹
介

す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

緑
肥
特
栽
米
に
対
し
10

ア
ー
ル
当
た
り
３
千
円
か

ら
７
千
円
を
補
助
し
て
い
る
。

坂
井
市
並
み
の
補
助
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、Ｄ
Ｖ（
家

庭
内
暴
力
）関
連
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

が
い
者
の
割
合
が
、法
定
雇

用
率
以
上
に
な
る
よ
う
義

務
付
け
て
お
り
、国
、地
方

公
共
団
体
等
に
お
け
る
障

が
い
者
の
法
定
雇
用
率
は
、

本
年
４
月
１
日
よ
り
２.３
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
６
月
１
日
現

在
、本
市
が
雇
用
し
て
い
る

障
が
い
者
は
、正
規
職
員
が

１
人
、臨
時
職
員
が
５
人
の

計
６
人
で
あ
り
、法
定
雇
用

障
が
い
者
数
を
達
成
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、障
が
い
者
雇
用
計

画
に
つ
い
て
は
、現
段
階
で

は
明
確
に
定
め
て
い
ま
せ
ん

が
、今
後
も
、法
定
雇
用
率

の
引
き
上
げ
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、臨
時
職
員
を

含
め
た
障
が
い
者
の
雇
用
に

つ
い
て
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、さ
ら
に
積
極
的

に
障
が
い
者
雇
用
枠
の
拡

大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

公の施設（セントピア）の指定管理者の指定
公の施設（セントピア）の指定管理者の指定
公の施設（セントピア）の指定管理者の指定公の施設（セントピア）の指定管理者の指定

討　論討　論討　論

反
対

　セントピアあわらは公衆浴場という機能の他に、コミュニティ施設という機能も有
している。セントピアは今後、誘客に伴うソフト事業の展開に欠かせない施設である。
そのような機能を考えず、選考したのは間違いである。
　また、セントピアの職員は、２年前に観光協会の職員となり、サービス向上に努力し、
その結果入浴客が増加し、利益剰余金も増えている。
　しかし、このようなことは全く今回の選考では評価されていない。職員の努力を認
めるべきで、これからの職員の身分保障もすべきではないのか。
　今回の入札（プロポーザルコンペ）において、㈱コーワが最も安い指定管理料を提示
したわけではないのに、金額以外の面を考慮し、㈱コーワに決定したとの事である。
　しかし、近隣の㈱コーワが指定管理者となって運営している入浴施設は、サービス
が低下しており、利益追求に走る懸念がある。
　また、㈱コーワは県の公安委員会の行政処分を受けており、このような業者を指定
すべきではない。
　よって、より詳細に、「セントピアあわら」の機能を再認識し、公募のやり直し、審査採
点方法も見直し、指定管理者選考のやり直しを求める。

　※４人の議員が反対討論を行っていますので、４人の要約として記載しています。
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平成２４年度一般会計歳入歳出決算の認定について平成２４年度一般会計歳入歳出決算の認定について平成２４年度一般会計歳入歳出決算の認定について平成２４年度一般会計歳入歳出決算の認定について討論討論

反
対

賛
成

　現在の自衛隊は、憲法９条の範囲を大きく逸脱し、世界中で軍事行動を展開できるよう
にするということは断じて許されない。こういう自衛隊募集に協力すべきではない。
　また、憲法26条第2項に、義務教育は無償と規定されている。その規定に従い、中学生
スクールバスの無料化など、保護者負担を軽減する努力を行うべきある。
　さらに、国民健康保険税は平成24年に改定されたが、県内9市の中では最も高い状況
である。国保税を引き下げる努力をすべきである。

　自衛隊は海外で軍事活動ではなく、支援活動を行っており、このことは先進国の役目で
ある。
　また、自民党は自衛隊を国防軍にすると言っているが、北朝鮮の脅威や領土問題で中国
とトラブルがあり、ただ守るだけというような立場ではなく、もう少しレベルアップする
ためには、国防軍が必要ではないかと考える。

平成25年12月 第68回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度一般会計歳入歳出決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度農業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度水道事業会計決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度工業用水道事業会計決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度公共下水道事業会計決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度農業集落排水事業会計決算の認定について
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成24年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度一般会計補正予算（第３号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度産業団地整備事業特別会計補正予算（第２号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度水道事業会計補正予算（第３号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度工業用水道事業会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度公共下水道事業会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度農業集落排水事業会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計補正予算（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○地域の元気臨時交付金基金条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○学校給食センター条例の一部を改正する条例の制定について
可決 X X ○ X ○ ○ X ○ X ／ X ○ ○ ○ X ○ X ○公の施設（セントピアあわら）の指定管理者の指定について
適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○人権擁護委員の候補者の推薦について
適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○人権擁護委員の候補者の推薦について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○TPP交渉並びに総合的な水田農業政策の確立に関する意見書

不採択 X X X X X X X X X ／ ○ X X X X X X X
ﾌﾘｰｹﾞｰｼﾞﾄﾚｲﾝ（FGT）を導入せず、特急「サンダーバード」「しらさぎ」の
存続を求める意見書採択のための請願

不採択 X X X X X X X X X ／ ○ X X X X X X X子ども・子育て支援新制度をすべての幼い子どもの育ちを支える制度と
するための意見書提出についての請願

不採択 X X X X X X X X X ／ ○ X X X X X X X要支援者を介護予防給付から外すことに反対の意見書提出についての請願
不採択 X X X X X X X X X ／ ○ X X X X X X XＴＰＰ交渉からの撤退を要求する請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○TPP交渉並びに総合的な水田農業政策の確立に関する請願

○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（笹原幸信）は採決に加わらないので「／」で表示

山
本
　
　
篤

議
決
結
果

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

議
会

陳
　
　
情

平
野
　
時
夫

毛
利
　
純
雄

吉
田
　
太
一

森
　
　
之
嗣

杉
本
　
隆
洋

山
田
　
重
喜

三
上
　
　
薫

八
木
　
秀
雄

笹
原
　
幸
信

山
川
知
一
郎

北
島
　
　
登

向
山
　
信
博

坪
田
　
正
武

卯
田
ひ
ろ
み

山
川
　
　
豊

東
川
　
継
央

杉
田
　
　
剛

請
願
・
意
見
書

●
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）
を
導
入
せ
ず
、
特
急
「
サ
ン
ダ
ー

　

バ
ー
ド
」
「
し
ら
さ
ぎ
」
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
た
め
の
請
願

「
要
　
旨
」

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
導
入
は
、
暫
定
的
な
在
来
線
へ
の
接
続
方
法
と
さ
れ
て
い
る
が
、
長
期
に
渡

り
固
定
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
県
民
が
大
阪
・
名
古
屋
へ
行
く
場
合
、
僅
か

な
時
間
短
縮
は
見
込
め
る
が
、
料
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
も
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
特
急
列
車
を
従
来
通
り
運
行
し
、
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
北
陸
新
幹
線
福
井
延
伸
と
在
来
線
を
考
え
る
会　
　

松
原　

信
也

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

整
備
新
幹
線
の
着
工
認
可
の
条
件
と
し
て
、
並
行
在
来
線
を
Ｊ
Ｒ
か
ら
経
営
分
離
す

る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
敦
賀
開
業
時
の
利
便
性
の
為
に
は
、
一
時
的
な
Ｆ
Ｇ
Ｔ
の

導
入
も
致
し
方
な
い
。

●
要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
外
す
こ
と
に
反
対
の
意
見
書
提
出
に
つ

　

い
て
の
請
願

「
要
　
旨
」

　

国
は
、
介
護
保
険
で
「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
保
険
給
付
か
ら
外
し
、
市

町
村
が
実
施
す
る
「
新
し
い
地
域
支
援
事
業
」
に
移
行
す
る
方
針
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
自
治
体
の
介
護
保
険
財
政
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　

よ
っ
て
、
要
支
援
者
へ
の
保
険
給
付
を
引
き
続
き
継
続
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

「
提
出
者
」
福
井
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会　

代
表
委
員　

  　

平
野　

治
和

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

既
に
決
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
へ
十
分
な
財
政
措
置
、
準
備
期
間
、
利

用
者
へ
の
周
知
の
徹
底
の
要
望
を
し
て
お
り
、
今
後
は
対
応
策
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
要
求
す
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
林
漁
業
、
食
の
安
全
、
医
療
制
度
な
ど
国
民
生
活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ

し
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
国
家
主
権
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
ま
ま
交
渉
を
続
け
て
も
国
益
を
守
れ
る
保
障
は
な
い
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
を
す
べ
て
の
幼
い
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え

　

る
制
度
と
す
る
た
め
の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

「
要
　
旨
」

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
は
就
労
を
基
本
に
保
育
の
必
要
性
と
必
要
量
を
認

定
し
、
保
護
者
に
対
し
て
直
接
補
助
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
の
保
育
に
格
差
が
生
じ
、
保
育
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
充
分
な
議
論
と
準
備
を
行
い
、
性
急
に
導
入
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
福
井
県
保
育
団
体
連
絡
会　
　

代
表　
　
　
　
　
　

大
西　

通
代

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

要
請
の
10
項
目
が
あ
わ
ら
市
に
必
ず
し
も
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な
ら
び
に
総
合
的
な
水
田
農
業
政
策
の
確
立
に
関
す
る
請
願

「
要
　
旨
」

　

現
在
行
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
十
分
な
情
報
が
開
示
さ
れ
ず
、
現
場
で
は
不
安
と

不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
分
野
の
重
要
５
品
目
の
聖
域
が
確
保
で
き
な
い
と

判
断
し
た
場
合
は
、
交
渉
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
。

　

一
方
、
総
合
的
な
水
田
農
業
政
策
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
現
行
政
策
よ
り
も
拡
充
強
化
さ
れ
、
将
来
展
望
が
見
通
せ
る
も

の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

「
提
出
者
」
花
咲
ふ
く
い
農
業
協
同
組
合　

代
表
理
事
組
合
長　

冨
田　

勇
一

　
　
　
　
　

福
井
県
農
政
連
坂
井
支
部　
　

支
部
長　
　
　
　
　

北
島　

友
嗣

「
結
　
果
」
国
へ
意
見
書
を
提
出

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
福
井
県
農
民
連　

               

会
長　

               
玉
村　

正
夫

「
結
　
果
」
不
採
択

「
不
採
択 

理
由
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
商
工
業
で
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
今
現
在
、
国
が
交
渉
中
で
あ
り
、
現
時

点
で
の
無
条
件
撤
退
は
で
き
な
い
。
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contentscontents 　農産物直売所「風羽里」か
ら見た日の出です。
　今年、「夢ぐるま公園」及
びアクセス道路が整備されま
す。市民の皆様も、ぜひ巨大
な風車や風羽里からの絶景を
自分の目でお楽しみ下さい。

市
議
会
広
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編
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別
委
員
会
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坪
　
田
　
正
　
武

山
　
川
　
知
一
郎

山
　
本
　
　
　
篤

平
　
野
　
時
　
夫

毛
　
利
　
純
　
雄

山
　
田
　
重
　
喜

卯
　
目
　
ひ
ろ
み

編
集・発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
笹
　
原
　
幸
　
信

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
、お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
議
会
が
終
わ
っ
て
年
末
年
始
の

慌
た
だ
し
い
中
、12
月
は
年
末
ま
で
、新

年
は
６
日
か
ら
、編
集
委
員
一
同
、四
苦

八
苦
し
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
に
、よ
り

議
会
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
で
編
集
作
業
に
当
た
り
、な
ん

と
か
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、合
併
に
よ
り
市
と
な
っ
て
丸

10
年
、少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、小
学

校
の
統
廃
合
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で

す
が
、こ
れ
か
ら
の
あ
わ
ら
市
の
進
む
べ

き
方
向
に
つ
い
て
、市
民
の
み
な
さ
ん
の

中
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
議
会
だ
よ
り
」が
そ
の
た
め
に

少
し
で
も
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

（
山
川
知
一
郎
）

「二万堂」
　北潟湖畔荘から花菖蒲園に向かい、歩み進めてほどなく、右手にひっそりと祀られています。
　「二万堂」という祠（ほこら）は、昔、源氏と平家が北潟湖畔の“えんまいし”（「弓矢瀬」がなまったもの）と“く
らさき”（倉崎）という地で戦い、劣勢の平家軍は“らんば”
（乱場）まで追い込まれました。そこで両軍入り乱れての激
しい戦いとなり、多数の死者がでました。哀れんだ地元の
人々は、二万人余りの死者を埋葬し、供養のためこの地蔵
を建てたと伝えられています。
　死者の数からこの地蔵堂を二万堂と呼び、現在の字名
にもなっています。この場所には過去２、３度来ています
が、今回、地元漁師さんからの情報で、改めて探訪しまし
た。静かなる湖畔のほとりで、遥か昔の「兵どもが夢の跡」
がこの地にあったとは・・・・合掌。　　　　　　　（平野）

ふ わ り

北潟湖畔荘

北潟湖至 あわら温泉

至 吉崎

あわら市北潟267-264

松ヶ崎神社

305

ふ わ り

風羽里

住 所

９
月
24
日

25
日

27
日

10
月
３
日

16
日

28
日

29
日

30
日

11
月
11
日

12
日

25
日

26
日

27
日

12
月
３
日

９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

18
日

19
日

広
報
編
集
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

（
以
下
９
月
30
日
、10
月
２
日
、４
日
、７
日
、

15
日
、22
日
開
催
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察（
〜
18
日
）

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察（
〜
18
日
）

全
員
協
議
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

　
　
　
　
　

市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

環
境
対
策
調
査
特
別
委
員
会

第
68
回
議
会
定
例
会　

開
会

第
68
回
議
会
定
例
会（
一
般
質
問
）

広
報
編
集
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
68
回
議
会
定
例
会　

閉
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継
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